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川崎競輪場バンクガイド（2023年10～12月データ）

　１年の改修工事を経て、昨年１０月からリニューアルした川崎バンク。１２月まで３６３レース(ガールズを含
む)を終えた段階の１・２着の決まり手データは表の通り。基本的に構造は旧バンクを踏襲したものなので、
逃げ・捲り・差し・マークについて、それぞれのパーセンテージは以前と変わりはない。ただし１着に限って言え
ば、逃げ・捲りの決まり手が５４％と過半数越えで、自力型のアタマから組み立てていく車券戦術が可能だろ
う。川崎名物イエローライン付近の強襲コースは、バンク改修により最終４コーナー走路をスムーズに回って
くるようになり、前団選手の失速が少なくなったため、今のところは出現率がそれほど高くない印象だ。

甲斐俊祐A級
注目選手

　ＧＰレーサーの小野俊之(大分７７
期)に師事する九州の若手。学生時
代はスプリント競技で活躍したが、
プロデビューしてメキメキと力をつけ
て地脚も強化。恵まれた体格で繰り

出す自力は豪快。恐らく来年はＳ級昇級。更なる飛躍が
期待される注目の若手だ。

大分 121期
格清洋介A級

注目選手

　今期からＡ級降級となったが、前
期Ｓ級でも勝ち星を挙げていた実
力者。大敗も多くムラな一面がある
が、非常に高いパンチ力がある選手
であり、勝ち切る時は豪快な自力で

他を圧倒するシーンも。今シリーズも南関自力型の主軸
として優勝戦線に名乗りを挙げる。

静岡 111期

岩谷拓磨

S級
主力選手

　富山県の出身であり、高校卒業
後に福岡県小倉に移って吉岡稔
真(６５期引退)に師事して、不動会
の門を叩いた。Ｓ１まで駆け上がり、
ＧⅠにも参加できる実力を付けた。ま
だまだムラはあるが、力を出し切っ
たときのスピード、爆発力は抜群。
今節注目の選手だ。

115期
福岡菊池岳仁

S級
主力選手

　１１７期生として競輪選手養成
所に入所し、ゴーデンキャップを獲
得して、史上初の早期卒業を果た
した。ヤンググランプリも制してい
る。積極的な走りで実績を積むが、
素質を考えればまだまだ活躍が期
待できる。ゆくゆくはＧⅠ戦線でタイ
トルを争える逸材。

117期
長野新田祐大

S級
主力選手

　輪界のスピードスターが川崎バ
ンクに登場。前回松山協賛ＧⅢでは
まくり三連発で優出を決めると、決
勝は四国勢を分断して抜け出し、
技ありの完全Ｖを達成した。松戸サ
マーナイト以来、確定板に乗り続け
る充実ぶり。７車のＦⅠ戦もしっかり
勝ち切って人気に応える。

90期
福島

　８月２０日から開催される川崎ナイターは報
知新聞社杯争奪戦として行われるＦⅠ開催。Ｓ
級・Ａ級ともに東日本は北日本・関東・南関の三
地区、西日本も中国・四国・九州の三地区で構
成される。
　今開催の優勝候補筆頭はＦⅠクラスでは格が
違う新田祐大(福島９０期)であり、井上茂徳
氏・滝澤正光氏・神山雄一郎選手に続く言わ
ずと知れた第四代グランドスラマー。直前の松
山協賛ＧⅢでは当然のように４日間１着の完全
Ｖを決めており、ここも抜群の機動パワーを発
揮して３連勝がノルマになるだろう。北日本勢に
は徹底先行の櫻井祐太郎(宮城１１７期)や木

村佑来(宮城１１９期)も控えており、彼らが勝ち
上がってくれば２段駆けも視野に入れて展開有
利にレースを進めるはず。関東勢では行きっ振
り随一の菊池岳仁(長野１１７期)がいつも通り
主導権を奪う組立てに徹して、そこに６月奈良
協賛ＧⅢを制した大矢崇弘(東京１０７期)が続
ければ、本線に割って入れる存在になりそう。南
関は静岡勢が中心となるはずで、レース巧者新
田康仁(７４期)が同県の後輩齋木翔多(１１５
期)や渡邉雅也(１１７期)を上手く操縦して上位
食い込みを狙う。遠征勢に目を向ければ岩谷拓
磨(福岡１１５期)・真鍋智寛(愛媛１２１期)・緒
方将樹(熊本１１７期)と強力自力型が揃って、

差脚健在のマーク型である堤洋(徳島７５期)・
木村隆弘(徳島９１期)・中村圭志(熊本８６期)
あたりに流れが向く可能性も十分あるだろう。
　Ａ級戦は実力差があまり無くＶ争いは混戦模
様だ。前期Ｓ級の先行型磯島康祐(青森１０５
期)・格清洋介(静岡１１１期)やタテヨコ何でも
こなす木村幸希(広島１０９期)などがレースを
作って主力となり、そこにベテランマーカーの川
口満宏(東京５８期)・飯田辰哉(千葉７２期)・中
村雅仁(熊本９０期)がどこまで迫って来るか。若
手自力型も比佐宝太(福島１２１期)・田中和磨
(岡山１１３期)・甲斐俊祐(大分１２１期)と粒ぞ
ろいで一発大駆けももちろん狙える。
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8/20㊋ 21㊌ 22㊍

9/24㊎ 25㊏ 26㊐
報知新聞社杯争奪戦


